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｢よみがえる古墳文化｣を開催します。これは南山城

也域の先土器時代から古墳時代までの出土品を展示し、

R始古代における暮らしの様子や、統一国家の成立に

冨山城地域が果たした役割を知ろうとするものですレ

ぼ土品など約200点を展示6ぜひご来場ください。十

出
土
品
な
ど
約
2
0
0
点
展
示

旧
月
４
日
か
ら
1
2
月
刀
一
日
ま
で
開
催

開
館
二
年
を
経
た
歴
史
資
料
館

ほ
、
宇
治
市
と
城
陽
市
に
広
が

久
津
川
古
墳
群
と
宇
治
川
東
部

墳
群
を
中
心
に
、
南
山
城
の
先

一
器
時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
の

王
品
を
対
象
に
、
特
別
展
『
よ
』

か
え
る
古
墳
文
化
」
を
開
催
し

す
。
高
度
経
済
成
長
時
代
に
進

だ
都
市
の
再
開
発
と
、
近
郊
都

の
膨
張
に
伴
ラ
建
築
物
や
道
路

建
設
は
、
’
各
地
で
遺
跡
の
変
容

一
も
た
ら
し
ま
し
た
。
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須恵器は、古墳時代から平安時代にかけて作られた灰色の土器で、繩

二土器、弥生土器や赤味がかった土師器と違い、1100度前後の高温で焼
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認
識
さ
れ
る
ぷ
つ
に
な
り
、
事

一
の
発
掘
調
査
が
精
力
的
に
行
わ

一
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
考
古
学
の

運
な
発
展
と
全
国
的
な
古
代
史

「
ム
監
置
起
こ
し
ま
し
た
。

。
古
事
ぎ
や
『
日
本
書
紀
』
に

一
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
歴
史
時
代

而
の
日
本
列
島
の
有
り
様
が
、

一
富
な
遺
跡
と
出
土
品
に
蔑
つ
い

・
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

古
墳
の
宝
庫
で
あ
る
南
山
城
地

は
、
原
始
古
代
の
研
究
が
進
展

で
い
る
代
表
的
な
地
域
で
あ
る

諮
っ
こ
れ
ら
ａ
ノ
よ
う
。
或
ｓ

芝
ヶ
原
十
二
号
墳
の
発
掘
は
、

生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
の
移

に
つ
い
て
、
大
き
な
論
争
を
引

起
こ
し
ま
し
た
。

宇
治
市
域
で
も
、
初
め
て
の
縄

遺
跡
で
あ
る
寺
界
道
遺
跡
が
発

さ
れ
、
や
や
時
代
は
下
り
毒
了

、
全
ぐ
歴
史
に
残
っ
て
い
な
か

た
岡
本
廃
寺
の
存
在
も
明
ら
か

な
り
ま
し
た
。

原
始
古
代
に
お
け
る
暮
臼
し
の

子
や
、
統
一
国
家
の
成
立
に
南

城
地
域
が
果
た
し
た
役
割
を
明

か
に
す
る
た
の
に
、
こ
の
展
示
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に
し
ん
に
じ
ゅ
う
き
‘
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

二
神
二
獣
鏡
（
金
比
羅
山
古
墳
・
４
１
５
世
紀
）
　
一

鏡
は
支
配
者
の
権
力
の
象
徴
で
、
太
陽
の
光
の
反
　

　
　

　
　

分
光
ら
せ
る
の
に
用
い
た
・
中
国
で
は
、
後
漢
時
　
一

．
か
ら
六
朝
時
代
に
か
け
て
．
神
仙
と
霊
獣
の
丈
様
．
一

一
鏡
の
裏
に
彫
る
こ
と
が
流
行
し
た
．
日
本
に
も
多
　

　
　

　
　

の
鏡
が
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
が
、
や
が
て
日
本
　
一

　
歴
史
資
料
館

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
）
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て い る が

、

宇 治 市 内 で 唯 乙 の 本 格 的 な 繩 文 遺 跡

･ ゛ 寺 界 道 遺 跡 で あ る

。

外 に 浅 鉢 も 一 点 復 元 さ れ て

ゝ る
。 　 　 　 　 　 　 　 　 し
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三
環
鈴
（
二
子
山
南
墳
・
５
世
紀
中
葉
）
　
　
　
二

三
個
の
銅
鈴
を
環
に
つ
な
い
だ
も
の
で
、
現
在
で
　
一

美
し
い
音
で
鳴
る
・
全
国
的
に
も
出
土
例
は
少
な
　
一

、
め
ず
ら
し
い
。
権
威
の
象
徴
と
し
て
武
人
が
馬
　
一

で
身
に
つ
け
、
大
将
の
い
る
場
所
を
兵
士
た
ち
に
　
一

　
　
１
１
１
１
ａ
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ｌ
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一
　
　
一

10月１日～７日は

『法の日』週間

一
月
一
日
か
か
七
日
ま
で
は

一
Ｄ
Ｉ
・
司
一
碧
２
ｒ
ｏ
一
一
―

　

国
民
主
権
の
下
に
。
国
か
承

で
法
の
尊
重
、
基
本
的
人
権

擁
護
、
社
会
秩
序
の
確
立
の

神
を
高
揚
す
る
た
め
に
定
め

れ
た
も
の
で
す
。

全
国
で
は
、
こ
の
日
を
中
心

講
演
会
や
座
談
会
な
ど
の
各

行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
十
月
二
日
南
の
午

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
市

会
館
で
、
人
権
相
談
所
を
開

址
ヂ
の
で
、
気
軽
に
お
越

く
だ
さ
い

　
０
相
談
は
無
料
で

密
厳
守
で
す
。
ま
た
、
こ
の

権
相
談
は
、
毎
月
第
一
木
曜

に
も
開
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
さ
ん

自
宅
（
左
表
）
で
は
、
い
つ
で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

時
に
つ
い
て
は
各
人
権
擁
護

員
さ
ん
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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悠
久
の
時
を
越
え
て

高
句
麗
文
化
展

　
時
・
：
1
0
月
２
日
～
2
6
日

　
　
　
（
月
曜
日
休
館
）

　
即
：
京
都
市
美
術
館

砺
　
…
大
人
八
百
円
・
高
大
生
六
百
円

一

　
　
　
χ
コ
ー
－
一
一
Ｌ
一
Ｉ
Ｉ

・ - －

1
0
月
は
都
市
緑
化
月
間

入
場
料
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直
播
（
ま
）
き
で

　
育
て
ら
れ
た
茶
樹

　
こ
れ
ま
で
二
回
に
わ
た
り
、

近
世
に
お
け
る
煎
（
せ
ん
）
茶
製

ｔ
心
技
術
の
発
達
に
つ
い
て
説
明

し
た
が
、
今
回
は
、
当
時
の
宇

治
茶
栽
培
法
に
つ
い
て
述
べ
て

み
よ
う
。

　
当
時
の
茶
園
で
は
、
現
在
の

ぷ
つ
に
苗
木
を
定
植
す
る
の
で

は
な
く
、
茶
の
壱
至
壌
に
直

接
播
（
ま
）
く
方
法
が
行
わ
れ
て

い
た
（
実
生
〈
み
し
ょ
う
〉
茶

園
）
。
こ
れ
は
、
茶
の
杢
霧
敏

す
る
こ
と
は
絶
対
に
出
来
な
い

も
の
と
、
古
く
か
ら
信
じ
ら
れ

１
７
７
～
ｙ
４
と
。
／

Ｉ
姻
成
立
に
際
し
て
、
茶
を

ぺ
警
£
証
（
あ
か
）
し
乞

Ｕ
、
贈
答
の
礼
物
と
す
る
風

乙
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

ぼ
、
こ
の
迷
信
に
ち
な
む

四
で
あ
る
。
中
国
の
古
書
に
、

心
木
は
移
植
す
る
と
枯
れ
る

に
さ
れ
た
も
の
が
多
い
か
ら
、

縦
信
は
茶

‘
－
１
｀
６
　
／
″
″
１
』
ぐ
一
ｊ
ノ
ぐ
と
Ｉ
一
″
ゝ
／
・

讐
干
り
程
の
輪
状
に
播
く

つ
に
説
い
て
い
る
．
だ
が
、

ｍ
影
（
こ
ま
の
あ
し
か
げ
）
園

明
恵
上
人
の
故
事
で
も
知
ら

心
ぷ
つ
に
、
宇
治
で
は
こ
の

宍
一
は
採
ら
れ
ず
、
．
千
鳥
状
に

べ
株
播
き
法
が
行
幻
れ
て
い

．
近
年
で
は
、
宇
治
方
式
の

．
、
ｃ
４
ｊ
ｙ
『
｀
ｔ
ｙ
６
４
Ｅ

に
主
と
し
て
人
糞
（
ぷ
ん
）
を

い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
外

は
、
干
鰯
（
ほ
し
か
）
や
油

祁
す
）
が
使
わ
れ
て
い
た
。

ｎ
ら
を
、
年
間
に
六
～
八
回

が
け
て
施
肥
し
て
い
た
が
、

眉
で
は
、
宇
治
川
の
水
運
を

用
し
て
京
都
な
ど
の
都
会
か

'
”
ｉ
'
-
t
≪
:
Ｓ
:
-
＾
J

J
、
中
国
か

ｉ
え
ら
れ
た

３
と
考
え
ら

Ｓ

茶
樹
の
栽
培

塩
措
き
妬
弄
梧
妬
皿
芯
ほ
禰

と
呼
ば
れ
、
土
中
深
く
入
っ

い
る
。
移
植
す
れ
ば
、
命
根

Ｗ
断
さ
れ
て
枯
れ
て
し
ま
う

と
か
多
か
っ
た
た
め
に
、
こ

蛮
愚
迷
信
が
広
が
っ
た
の

め
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
晨

　
恒
例
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

が
、
十
月
十
日
脚
に
太
陽
が
丘
で

開
催
さ
れ
康
司
参
加
は
無
料
で

す
。
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
家

族
で
ご
参
加
を
。
な
お
、
種
目
に

よ
っ
て
時
間
が
制
限
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
■
ひ
と
汗
コ
ー
ナ
ー
・
・
・
親
子
健

康
体
操
、
リ
ズ
ム
運
動
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
フ
リ
ー
テ

ニ
ス
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
、
チ
ュ
ッ
ク
ポ
ー
ル
■
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
・
：
レ
ク

方
が
良
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、

多
年
の
経
験
を
積
み
重
ね
た
宇

治
の
茶
業
家
は
、
当
初
か
ら
正

し
い
方
法
か
選
択
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

　
宇
治
茶
は

　
大
量
の
人
糞
を
使
用

　
当
時
、
宇
治
が
他
の
産
地
と

H
―
'
Ａ
"
'
Ａ
･
^
＾
'
-
４
　
　
　
ｓ
＞
i
n
i
ノ
　
1

．
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
輪
投
げ

フ
バ
ル
ン
、
縄
と
び
、
ゲ
ー
ト
ボ

ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
■

七

」

｛

Ｊ
－
ナ
ー
・
：
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
《

ク
（
教
室
３
♂
、
練
習
４
べ
挑
　
｛

り
♂
の
各
コ
ー
ス
｝
■
ミ
ニ
教
　
一

・
ひ
ろ
ば
・
：
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

玖
・
硬
式
テ
ニ
ス
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

至
、
綱
引
き
、
剣
道
教
室
■
測
定
・

心
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
コ
ー
ナ
ー
・
・
・

刀
診
断
大
人
・
で
も
コ
ー
ス
、

ツ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
に
挑
戦
、
　
｛

ご
Ｉ
ド
ガ
ン
測
定
、
百
メ
ー
ト
　
’

世
界
記
録
に
挑
戦
、
遠
投
力
測
　
’

’
§
尨
呪
メ
拳
を
賄
７
ｄ
冴
穴

Ｖ
、
人
糞
中
心
の
施
肥
を
行

し
い
た
。

で
の
人
糞
も
、
上
京
辺
り
の

心
は
良
質
で
、
下
京
や
伏
見

り
の
よ
り
高
価
で
あ
、
つ
た
と

芦
従
っ
て
ご
履
茶
に
は

ｆ
の
人
糞
を
使
ラ
こ
と
が
多

っ
た
。

　
弱
ガ
ー
ｔ
ｌ
■
≪
:
r
i
i
a
i
i
―
Ｔ
＾

I
　
3

＝
健
康
相
談
・
体
力
相
談
コ
ト
　
｛

－
（
医
師
な
と
が
受
け
付
け
）
　
。
一

王
催
・
：
宇
治
市
、
市
教
育
委
員
　
’

。
剛
京
都
府
公
園
公
社
、
市
体
『
　
’

栢
導
委
員
会
、
市
健
辰
っ
く
り
　
ｙ

之
協
議
会
。
　
　
　
　
　
　
　
ｆ

　
　
　
◇
　
◇
　
◇

　
家
庭
婦
人

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
6
日
㈲
、
2
3
日

間
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
▼
と
こ

ろ
・
：
ヤ
マ
ザ
キ
製
パ
ン
㈱
京
都
工

場
外
▼
参
加
資
格
…
市
内
在
住
既

、
、
Ｉ
ア
　
一
２
ノ
４
Ｉ
イ
、
―
　
‐
‐
〆
一
／

万
が
若
い
木
よ
り
も
、
香
気

風
味
の
点
で
僚
れ
て
い
る
と

じ
て
い
た
ぷ
コ
で
あ
る
。

｝
位
面
積
当
た
り
の
当
時
の

閥
施
肥
料
と
、

‘
ｉ
？
！
ｉ
１
１
≒
｀
１
Ｊ
総
鯛
網
頌
宙
順
順
圖

ｔ
６
ｇ
ｉ
Ｊ
ｇ
‥
｀
ｊ

い
難

　
．
Ｘ
’
丿

胆白白あ
る
。
　
　
玉

川

フ
。
’
‘
ｊ
ｌ
Ｑ
ｆ
Ｃ
ｌ
ｆ
ｑ

Ｈ
例
を
見
な
い
高
額
な
も
の

め
っ
た
。
宇
治
茶
は
、
誠
に

共
な
産
物
で
あ
っ
た
の
で
あ

｝

　
　
　
　
（
奮
食
設
）
一

U
Ｐ
　
ｎ
"
　
＾
　
Ｔ
Ｋ
　
Ｂ
ｍ

京
都
国
体
会
期
決
定
記
念

は
ば
た
く
京
都
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
大
会

　
市
民
駅
伝
競
走
大
会

　
▼
と
き
…
Ｈ
月
２
日
面
、
午
前

９
時
営
け
付
け
（
小
雨
決
行
）
▼

と
こ
ろ
・
：
太
陽
が
丘
球
技
場
Ａ
▼

コ
ー
ス
・
・
太
陽
が
丘
園
内
コ
ー
ス

▼
距
離
・
種
別
・
・
・
下
表
の
と
お
り

▼
参
加
資
格
・
・
・
市
内
に
在
住
、
在

学
、
在
勤
す
る
中
学
生
以
上
の
チ

ー
ム
（
同
好
心
一
、
学
校
、
職
場
な

ど
で
編
成
）
▼
申
し
込
み
・
問
い

ふ
Ｂ
せ
・
・
・
市
民
体
育
課
所
定
の
用

紙
ま
た
は
は
が
き
に
、
チ
ー
ム
名
、

監
督
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

選
１
　
ｙ
人
と
補
欠
―
人
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
・
性
別
迄
明
記
し
、

1
0
月
1
6
日
ま
で
に
市
民
体
育
課
へ
。

　
京
都
府
中
央
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
２
日
㈲
、
午
前

８
時
半
▼
と
こ
ろ
：
太
陽
が
丘
陸

Ｉ
ｊ
．
１
ｒ
Ｉ
七
ｓ
　
｀
が
ノ
Ｊ
　
　
－

／
、
式
典
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

Ｊ
づ
く
り
大
会
外
。

Ｊ
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

こ
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　ｙド ド ド ド プ
に二手工ド ド ド ド
巴万

一

ﾋﾞ）““

-

け゛n

--

卜A゛

-

1 l.kiki

-

1［l.Zk】

-

－
ず
－
ｊ
－
ｙ
－
ｊ
－
ｙ
ｌ
．
．
｀
戸
－
ｙ
－

－
一
ノ
ｊ
ｇ
‐
　
一
、
一
ノ
’
ニ

な
ど
の
織
物
作
り
▼
講

占
七
宝
焼
＝
日
本
七
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

搾
楡
協
会
・
黒
木
明

ａ
ん
○
織
物
Ｉ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
講

ｗ
デ
ミ
ー
染
色
学
園
・

エ
井
八
重
子
さ
ん
▼
対
’

：
市
民
▼
定
員
・
：
七
宝
容

Ｊ
人
、
織
物
2
0
人
（
先
着

　
▼
参
加
費
・
・
・
三
千
円

乙
宝
焼
希
望
者
の
み
、
内

宍
と
粕
〈
ゆ
っ
〉
薬
代
、

１
回
目
に
徴
収
）
▼
申

込
み
・
：
広
野
公
民
館
へ
時

語
ま
た
は
来
館
で
。
　
日

　
　
（
広
野
公
民
館
）

…
i
n
-
Ｓ

ｔ
ｏ

1
”
＊
i
;
W
i
Ｈ

1
３

　
-
ｔ
1
＾
　
ａ
ｖ
　
一
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偏漬菜汗 縦穴十
愉 漬菜回〒 憚μＷ
頃 憐皐百年

　4｀四゜ﾔこ3?人ごご

臣 ごご于 偏尚尚
賠 付加示京∇悍高難

　Ｉ　VN

-

　｜～河匹″ぷ'ぞ丁-～

-

　口甲四り゛eA

-

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
統
計
の
日
に
つ
い
て

　
▼
と
き
.
.
.
o
月
1
5
日
團
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
広

野
公
民
館
▼
内
容
・
：
祠
計
の

　
婦
人
学
級
の
日
程
表
（
木
幡
公
民
館
）

５
。
３
ノ
＼
-
ｖ
ノ
｀
一
Ｉ
川
わ
。
｀
１
１
ズ

六
百
円
（
調
理
実
費
、
第
１

″
に
徴
収
）
▼
申
し
込
み
…

黎
民
館
へ
電
話
鳶
た
は
来

に
▼
保
育
…
満
２
歳
以
上
の

児
。
お
や
つ
代
三
百
円
ご

布
望
の
人
は
受
講
申
し
込
み

10ク7 1備人の白iryﾈ十合金加 |瞥諒院底岑？，

障 ｜七,L謡衣こ*- 七まIKi

隊 IJま 柚四諏
白 すここ広丁 ごぶ昌
隊 掬印匹二二 九回郷皿
尚 ｢慈茲言四 頂斑笏

　I　VJ/

(.－亡月

　１ｉ－－ハ－「●⌒JfW－　ミ

^: SL I匝ts, 巨≡1 >

ＩＩＪ１’Ｊ　ｌｌ Ｊ心ｆ・

時
に
併
せ
て
。

　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
　
木
幡
公
民
館

　
　
婦
人
学
級

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
上
表
の

と
お
り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
公

民
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の

婦
人
▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先
着

順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
木
幡
公

民
館
へ
電
話
か
来
館
で
▼
保

育
…
満
２
歳
以
上
の
幼
児
2
0

人
。
お
や
つ
代
三
百
円
。
ご
希

望
の
人
は
受
講
申
し
込
み
時

に
併
せ
て
。
（
木
幡
公
民
館
）

- -

宇
治
市
史
の
窓

恒例市民スポーツまつり

太陽が丘　10月10日､午前10時~午後3時

市民体育のお知らせ

公民館の

お知らせ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
‘
の
由
来
や
意
義
に
つ
い
て

　
　
手
芸
教
室
　
　
▼
講
師
…
企
回
課
職
員
▼
対
象

　
▼
と
き
…
辺
以
Ｄ
日
團
～
1
1
　
　
・
・
・
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す

月
1
9
日
㈹
（
全
６
回
）
の
毎
週
水
　
今
人
。
　
（
広
野
公
民
館
）

曜
日
。
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
　
　
　
広
野
公
民
館
　
婦
人
学
級

～
４
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公
　
　
広
里
公
民
館

民
館
ｙ
内
亨
七
宝
焼
で
ペ
ン
　
　
婦
　
人
　
学
級

ダ
ン
ト
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
プ
レ
ス
　
　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
の
と

レ
ッ
ド
な
ど
の
小
物
作
り
や
、
　
お
り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公
民
館

残
り
毛
糸
か
便
っ
た
壁
掛
け
、
　
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
婦
人
▼

ｔ
・
・
・
木
村
長
次
さ
ん
（
ｓ
ｅ
３
６

り
３
）
へ
▼
参
加
者
に
は
参
加
賞

右
渡
し
し
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
５
日
面
、
午
前

川
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公

心
館
▼
内
容
・
：
基
本
ス
テ
ッ
プ
か

ご
▼
参
加
費
…
三
百
円
▼
持
曹
　
　

・
・
ト
靴
▼
申
し
込
み
…
当
日
、
i

M
場
へ
▼
問
監
Ｂ
せ
・
Ｉ
・
岡
ｔ

尤
芳
さ
ん
（
豊
⑩
4
3
4
3
）
へ
。

留
で
▼
競
技
規
則
、
抽
選
会
な

詳
し
ぐ
は
後
日
通
知
し
ま
ず
。

　
市
民
歩
こ
う
会

　
～
兼
京
都
府
縦
断
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
1
2
t
ｎ
Ｓ
'
午

９
時
に
市
民
会
館
前
へ
集
合
（

天
の
握
ほ
、
1
0
月
1
9
日
㈲
に

期
）
▼
コ
ー
ス
・
：
市
民
会
館
↓

室
戸
寺
・
興
聖
寺
・
宇
治
上
神

な
ど
Ｌ
京
阪
宇
治
駅
（
解
散
）
の

８
＊
ｎ
▼
持
参
品
・
：
弁
当
、
水
筒
、

具
、
筆
記
用
具
な
ど
▼
問
い
合

木
幡
公
民
館

木
幡
内
畑
3
4
ー
7
電
話
3
2
8
2
9
0

広
野
公
民
館

広
野
町
寺
山
1
7
電
話
4
1
7
4
5
0
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リ

川111

保健の
お知しらせ

迷
惑
駐
車

追
放
市
民
運
動
を
展
開

中
年
か
ら
の
健
康
教
室

　
　
1
0
月
1
4
日
か
ら
市
内
５
カ
所
で

生
活
が
便
利
に
な
り
、
体
を
動

す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
今
日
、

高
年
を
中
に
心
に
成
人
病
の
広
が

か
増
々
深
刻
化
し
て
来
て
い
ま

’
。
人
生
八
十
年
、
ま
だ
ま
だ
こ

］
か
ら
の
中
年
の
人
の
た
め
に
、

【
】
‘
ｔ
Ｃ
ぐ
・
Ｊ
ｐ
‐
ｌ
’
ｒ
”
’
ｘ
一
〇
２
’
卜
ｓ

　中年からの健康教室の日程表

　

三÷三紆 壬芸十 三÷白

光三Ｅ于芦十三讐 讐ヨ
ﾐ三元二三升三丑 芸石
云天分 三ヨデ 芸淵
言寺ま三寸 謡三ﾄ 三白
･’’;　’‾｀’’「’１ ’’’‾｀’’１ ‾:'‾‾‾¨'|

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
：
右
下
表
。
い
ず
れ
も

・
後
１
時
半
～
４
時
▼
内
容
・
：
Ｏ

Ｔ
回
＝
運
動
の
効
用
と
活
用
法

。
１
人
で
も
出
来
る
ス
ト
レ
″
チ
　
’

操
」
、
講
師
は
市
民
体
育
課
職
員
。

９
７
　
１
ｒ
コ
Ｌ
・
‘
ｉ
ｌ
’
‘
’
ｉ
「
χ
９
１
箭

現
場
か
ら
み
た
高
血
圧
者
の
群

像
」
、
健
康
相
談
、
講
師
は
宇
治

久
世
医
師
会
内
科
医
師
▼
対
象
・
・
・

市
民
で
２
回
共
参
加
出
来
る
人
▼

定
員
・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し

込
み
・
・
・
ｍ
一
月
７
日
脚
ま
で
に
保
健

予
防
課
（
Ｓ
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
歯
の
教
室

早
発
七
の
健
や
か
な
成
長
と
虫

予
防
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

ｍ

作

母
子
家
庭
の
母
親
に
…

　６４Ｊｇ.･ﾉliりIli･4J¥゛‘ﾉ¶-/ゝ´･
ひ^る時が一番･ごきげんです｡｢やﾉ

５しい人に育ってね｣とお母さん｡ﾕ

こめ欄に掲載するお子さん(60

^10月生まれ)を募集してじヽます。

な報課へご連絡ください。

　
新
任
の
民
生
・
児
童
委
員

　
横
島
地
区
で
欠
員
と
な
っ
て
い

た
民
生
・
児
童
委
員
に
、
西
村
敏

子
さ
ん
（
横
島
町
南
落
合
３
の
４
・

豊
⑩
4
3
3
3
）
が
決
定
。
こ
の

程
厚
生
大
臣
、
京
都
府
知
事
の
委

嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

　
市
職
員
を
募
集

　
市
職
員
を
募
集
し
康
ｙ
。

　
▼
職
種
土
般
事
務
職
▼
受
験

資
格
・
・
・
昭
和
3
7
年
４
月
２
日
～
4
4

歯
予
防
に
っ
い
て
、
赤
ち
。
ん

食
事
（
お
や
つ
の
試
食
）
、
歯

磨
政
芳
、
身
体
測
定
（
希
望
者
）

対
象
・
・
１
歳
未
満
児
の
保
護
者

妊
婦
▼
定
員
…
5
0
人
▼
申
し
込

一
山
落
保
健
所
・
（
豊
⑤
２
１
９

ｙ
＼
。
　
　
r
ｍ
＾
i
i
i
b
i
＾
方
果
ｙ

半
日
人
間
ド
ッ
ク

母
子
家
庭
の
母
親
と
寡
婦
を
対

に
、
半
日
人
間
ド
ク
ク
（
検
診
）

行
い
ま
す
。
費
用
は
、
京
都
第

赤
十
字
病
院
と
日
赤
京
都
府
求

の
ご
好
意
で
無
料
で
す
。

▼
受
診
期
間
・
・
・
昭
和
6
2
年
１
月

日
か
ら
3
1
日
ま
で
（
日
曜
、
祝

は
除
ぐ
）
。
時
間
は
午
前
中
▼

巨
Ｉ
’
Ｔ
　
ｒ
Ｎ
ｇ
ｙ
７
Ｊ
‘
ｉ
ｌ
こ
｀
９

健
診
セ
ン
タ
ー
▼
検
査
項
目
・
・
・

、
血
液
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

腸
透
視
、
心
電
図
、
内
科
、
婦

科
一
般
孚
宮
ガ
ン
検
査
か
西

）
▼
対
象
…
母
子
家
庭
の
母
親

寡
婦
▼
定
員
・
・
・
4
7
人
▼
申
し
込

.

.

.
ｃ
　
　
丹
蜀
邑
ま
で
に
福
祉
課

冦

市
道
井
ノ
尻
蔭
田
線

　
　
　
　
改
良
工
事
で
う
回
路
設
置

　
市
道
井
ノ
尻
蔭
田
線
・
大
久
保
橋
架
け
替
え
工
事
の
た

め
、
下
図
の
と
お
９
つ
回
路
を
設
置
し
津
す
。

　
工
事
期
間
中
は
何
か
と
ご
諮
宦
お
掛
け
し
柔
ｙ
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
期
間
・
：
昭
和
6
2
年
３
月
2
0
日
ま
で
。

▼
う
回
路
使
用
期
間
…
昭
和
6
2
年
２
月
中
旬
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
路
課
）

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
学
歴
は

問
い
ま
せ
ん
が
高
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
人
▼
採
用
予
定
人

数
・
・
・
若
干
名
▼
第
１
次
試
験
・
：
Ｈ

月
９
日
間
、
午
前
９
時
3
0
分
か
ら

尾
道
第
二
小
学
校
で
▼
申
し
込
み

・
・
・
市
販
の
履
歴
書
（
来
春
、
高
校

卒
業
見
込
み
の
人
は
、
近
畿
高
等

学
校
統
一
用
紙
か
使
用
の
こ
と
）

に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近

６
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を

は
り
、
申
込
書
か
添
え
て
職
員
課

へ
（
郵
送
で
の
受
け
付
け
は
し
ま

せ
ん
）
▼
受
付
期
間
…
1
0
月
１
日

出
１
９
日
出
。
時
間
は
、
午
前
８

時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
（
た
だ
し
、

土
曜
日
は
正
午
ま
で
。
日
曜
日
は

除
く
。
）

　
実
施
要
項
と
申
込
書
は
職
員
課

に
あ
り
ま
す
。
　
　
（
職
員
課
）

　
商
菜
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
商
業
統
計
調
査
（
一
般
飲
食
店

対
象
）
の
調
喜
否
記
入
は
、
も

ラ
お
済
み
で
し
ょ
シ
か
。

　
近
日
中
に
調
査
員
が
調
査
票
の

回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。
ま
だ
記

入
し
て
い
な
い
場
合
は
、
漏
れ

な
く
ご
記
入
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
ジ
ャ
ズ
体
操
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
９
日
出
、
午
前

1
0
時
久
一
１
１
時
半
と
午
後
１
時
半
ト

３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
・
ジ
ャ
ズ
体
操

.利井．

－
４
１
‐
Ｉ
Ｉ
｀
ｒ
ｌ
く

　　国民年金の保

険料

納め忘れはありませんか

国
民
里
奏
険
料
の
納
め
忘
　
。

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
期
限
ま
　
〃

に
納
め
て
い
な
け
れ
ば
、
万

事
故
で
障
害
者
に
な
っ
た
時
　
べ

も
、
年
金
を
膏
け
る
こ
と
が

釆
な
い
場
合
が
あ
り
未
了
。
・

更
に
そ
の
ま
ま
納
め
忘
れ
て
｛

’
ｒ
i
｡
　
i
’

s
J
n
＼
W
i

i
ｒ
ｆ
Ｊ
Ａ
-
N
.
i
-
i
i
l
l
　
.
(
Ｕ

の
額
が
少
な
ぐ
な
っ
た
り
、
期

間
不
足
で
受
給
出
来
な
ぐ
な
っ

た
り
し
示
ｙ
。
ご
注
意
ぐ
だ
さ

い
。

　
　
社
会
保
険
相
談

　
年
金
や
健
康
保
険
な
ど
は
、

市
民
に
と
っ
て
身
近
な
社
会
保

険
制
度
で
す
が
、
そ
の
１
　
こ
み

な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
年
々

増
え
て
来
て
い
未
了
。

　
そ
こ
で
毎
月
定
例
的
に
、
市

内
の
公
民
館
で
相
談
業
務
名
行

っ
て
い
未
了
。
当
日
は
、
社
会

保
険
相
談
専
門
員
が
相
談
に
応

じ
禾
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。

　
十
月
の
相
談
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
4
日
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治

公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
－
９
）

　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

)越えて社会参加を実現した人＼

3)その外ボランティア活動など

til域福祉にかかわりのある人丿

I)原稿用紙(400字詰め)5 ~10

父程度(2)題名は自由(3))S稿に住

斤、氏名、年齢レ職業を明記

肘口61年12月31日　　　　．

宇治市社会福祉協議会(〒611

宇治琵琶45 ・ a⑩5650)

ま会昌にＦ今忌を噌呈_広真複

あなたの体験を福祉に

介護・自立の体験記募集
］かい地域福祉の実現を目指して、体験記　　　　　ダ

･募集します。あなたの体験を、ぜひお寄　　　　　／

･(十゛参い。ご応墓をおM毒ね丁｡でいます_　　狗め-fcTll)

６募･先

Hiお返ししません，また著作権は主催者

二帰属します。　　　（社会福祉協議会）

・－マ　○寝たきり老人・障害者(児)を

　　　　　介護して○障害を乗り越えて○

　　　　　大切な地域福祉の輪　　　　ト

5募資格(|)市民で寝たきり老人・障害者

　　　　　(児)を家庭で介護してりる人、

- -

の
基
本
と
実
技
▼
講
師
…
平
岡
百

合
子
さ
ん
▼
定
員
・
：
午
前
・
午
後

各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
準
回
Ｔ
運

動
Ｌ
弔
す
い
服
、
靴
、
大
型
タ
オ

ル
▼
申
し
込
み
・
・
・
宏
司
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
（
豊
⑩
2
3
1
5
）
へ

▼
主
催
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
運
営
協
議
会
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
市
民
素
人
茶
香
服
大
会

　
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
一
…
一
月
５
日
面
、
午
後

６
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館

３
階
大
会
議
室
▼
参
加
・
：
Ｉ
チ
ー

ム
ー
人
▼
参
加
料
…
千
円
（
Ｉ
チ

ー
ム
）
▼
申
し
込
み
…
1
0
月
３
日

ま
で
に
茶
萎
星
会
員
宅
、
ま
た

は
洛
南
タ
イ
ム
ス
社
（
豊
⑩
2
4

2
6
）
、
城
南
新
報
社
（
容
⑩
1

2
2
1
）
へ
▼
主
催
・
：
市
茶
業
青

年
角
　
　
　
（
農
林
茶
業
課
）

　
う
飼
い
と
花
火
の
撮
影
会

　
入
賞
作
品
を
展
示

　
宇
治
川
の
シ
飼
い
と
花
火
大
会

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
か
れ
た
。
写

真
撮
影
会
の
入
賞
作
品
欠
展
示
し

ホ
チ
。

　
▼
期
間
…
1
0
月
７
日
脚
～
1
2
日

面
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
▼
と

こ
ろ
・
：
市
観
光
セ
ン
タ
ー
▼
出
点

数
・
：
3
0
点
▼
主
催
・
：
全
日
本
写
真

連
盟
京
都
府
本
部
▼
問
い
ｍ
ｉ
ｆ
>

…
宇
治
商
工
会
議
所
（
雲
⑩
3
1

0
1
）
へ
。
　
（
商
工
観
光
課
）

　
不
動
産
無
料
相
談
会

　
▼
と
さ
・
・
・
1
0
月
７
日
脚
、
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
…
文

化
合
一
館
（
折
居
台
１
丁
目
・
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）
３
階
練
習
室
▼
内

容
・
：
土
地
の
評
価
な
ど
▼
主
催
・

問
い
合
わ
せ
・
・
・
㈲
日
本
不
動
産
鑑

定
協
会
近
畿
会
京
都
部
会
（
ａ
ｏ

７
５
剛
3
1
3
0
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
用
地
課
）

　
日
赤
社
資
募
集
の
集
約

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
日
赤
社
資

募
集
に
は
、
約
一
千
三
百
二
十
七

万
円
（
九
月
二
十
日
現
在
）
が
寄

せ
身
笛
し
た
。
こ
の
お
金
は
、

救
護
・
救
援
・
医
療
活
動
な
ど
に

役
立
た
さ
せ
て
い
た
ぢ
で
ｙ
こ
と
に

な
っ
て
い
康
司

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
好
意
に
感

即
恚
と
共
に
、
今
後
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
日
赤
宇
治
市
地
区
・
社
会
課
）

　
向
上
訓
練

　
▼
講
習
名
・
定
員
・
申
し
込
み

締
め
切
り
・
：
ｏ
初
心
者
の
た
め
の

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
作
業
の
講

習
（
1
0
人
・
1
0
月
６
日
）
○
炭
酸

ガ
ス
ア
ー
ク
溶
接
技
法
（
1
0
人
・

1
0
月
1
3
日
）
○
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
Ｂ
Ａ
ｓ
Ｉ
£
諮
中
級

（
1
2
人
・
1
0
月
４
日
）
○
シ
ー
ケ
ン

ス
制
御
中
級
（
1
0
人
・
1
0
月
1
4
日
）

ｏ
ス
プ
レ
ー
ガ
ン
の
使
い
方
（
1
0

人
・
1
0
月
2
3
日
）
○
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
射
出
成
形
の
基
礎
（
1
0
人
・
1
0

月
1
5
E
）
ｏ
第
３
種
冷
凍
機
械
試

験
準
備
講
習
（
1
0
人
・
1
0
月
2
0
日
）
。

　
開
講
日
時
、
受
講
料
な
芦
峰
し

ぐ
は
、
京
都
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
豊
０
７
５
㈲
７
ａ
ｌ
）
へ
お

問
ｋ
Ｂ
せ
凭
（
交
通
労
政
課
）

迷惑をかけていませんか

お
知
ら
せ

五
ヶ
庄
大
林

　
新
谷
　
尚
己
ち
ゃ
ん



　　　献血

●１日(宇治市役所10時～正午と13時～15時

半),

3日(〈株〉関西西友宇治店io時～正

　午と13時～15時半)、15日(京都文教短期

　大学10時~15時半)、24日(三和研磨工業

　〈株〉10時～正午)。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り●14日(木幡公民分館10時40分発,小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇

　治保健所11時半着)｡その他､毎週月曜日(午

　前９時～10時半)宇治保健所で実施。

　　　相談あんない

●青少年相談(21日、市民会館13時～16時)。

●京都府交通事故相談(1日、15日、京都府

　宇治地方振興局a@2049,

9時～16時)。

　交通事故の法律問題、示談のしかた、自賠

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
1
5
1
1
）

責保険の利用のしかたなど。お気軽にご相

談ください。相談は無料、秘密は厳守。
♂ ゜ ゛ ゜ ゜ ゜ ゜ ｌ

社会福祉協議会の法律(定貝io人)

･ ゜ ゜ ゜ ゜ ･ ゜ ･ ゝ

・ 年

　 　 ，

ヨ

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や、

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は、61年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委員会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相
１談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

: 八まきりF比yへ心f^.m喜十口言火'お/－/o^)?no＼　会館３階の家庭児童相談室,（aの8698）ミ

ミで。高齢者職業相談（無料）は毎週火・ミ

ミ金曜日の９時～16時に総合福祉会館2階i

　の老人福祉センター･ (豊⑩5652）で。

E…………………………………………………………………E

日
㈲

日
團

日
脚

日
吻

日
俐

日
國

日
脚

口
‥
【
吻

日
南

日
吻

日
困

日
伽

日
叫

日
脚

日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

－

北
棋
島

広
　
野

開
伊
勢
田

蔭
　
山

棋
　
島

南
小
倉

緑
ヶ
原

平
盛

西
大
久
保

大
久
保

遊
　
田

南
陵
町

北
小
倉

明
星
町

志
津
川

黄
案

岡
　
屋

福
』
角

束
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

木
幡

地
　
区

４
・
０
　
５
・
０

１
・
Ｏ
ー
ー
・
３

５
・
０
　
６
ｉ
ｏ

１
.

O

t
-
H･
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
３

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
ー
‘
―
・
３

５
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
―
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
Ｓ
Ｉ
・
２

1
0
一
0
0
～
‐
1
0

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
Ｓ
Ｉ
・
３

1
4
一
4
0
１
1
6
晶

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
ー
ー
・
２

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

Ｉ
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
３

Ｏ
・
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
．
～
１
・
３

1
4
‥
2
0
～
1
5
‥
2
0

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
0
0

ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
ｏ
～
１
・
０

４
『
１
０
　
５
・
０

―
・
４
～
１
・
３

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
２

1
4
‥
3
0
～
1
5
‥
4
0

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
1
0

４
・
０
　
６
・
・
０

１
・
２
Ｓ
Ｉ
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
ー
ー
・
０

1
3
‥
3
0
～
1
5
‥
3
0

駐
車
時
間
　
ゝ

北
横
島
小
学
校

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

伊
勢
田
神
社

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

南
落
合
1
2
の
通
り

八
木
ガ
レ
ー
ジ

南
小
倉
小
学
校

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

西
小
謬
甲
学
校
北
門

南
陵
第
２
児
童
公
圓

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

万
福
寺
駐
車
場

岡
屋
小
学
校

南
部
小
学
校

梅
垣
タ
バ
Ｊ
店
前

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

木
幡
公
民
館
前

駐
車
場
所
、

▲
興
聖
寺
に
入
る
名
水
の
行
列
（
昨
年
の
茶
ま
つ
り
）
一

　
宇
治
の
伝
統
行
事
匹
ト
茶
ま
っ

Ｓ
＼
が
、
十
月
五
日
、
興
聖
寺
と
宇

治
川
中
の
島
を
中
心
に
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

　
秋
の
一
日
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
中
の
島
で
は

　
　
野
点
や
即
売
が

▽
名
水
く
み
上
げ
の
儀
…
午
前
９

　
時
か
ら
宇
治
橋
三
の
間
で
。

▽
茶
ま
っ
り
式
典
…
午
前
1
0
時
か

　
ら
興
聖
寺
本
堂
で
。

興
聖
寺
・
中
の
島
一
帯
で

宇
治
茶
ま
つ
り

▽
茶
せ
ん
塚
供
養
・
・
・
午
前
1
1
時
か

　
ら
興
聖
寺
門
前
で
。

▽
茶
席
・
・
末
席
は
興
聖
寺
書
院
、

　
副
席
諾
落
神
社
で
。

▽
中
の
島
で
の
催
し
・
：
午
前
1
0
時

　
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。
野
点
席
、

　
そ
ば
席
、
お
茶
の
み
コ
ン
タ
ー

　
ル
、
茶
せ
ん
・
炭
山
陶
器
・
掛

　
け
軸
展
示
・
竹
製
品
な
ど
の
即

　
売
、
植
木
市
、
宇
治
茶
の
接
待

　
な
ぺ

▽
前
売
券
・
・
・
二
千
円
（
式
典
参
列
、

　
茶
席
券
、
そ
ば
券
、
お
茶
の
み

　
コ
ン
ク
ー
ル
券
。
平
等
院
庭
園

　
入
場
券
な
ど
）
、
宇
治
商
工
会

　
議
所
、
宇
治
市
観
光
協
会
、
市

　
内
の
茶
販
売
店
で
発
売
中
。

▽
問
営
お
せ
・
：
宇
治
商
工
会
議

　
所
（
豊
⑩
3
1
0
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

642

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
1
0
月
分

）

10月5日

　10月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

移
動
図
書
館

し尿収集の届け出を

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）
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